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写

資料１



提   言 

 

 情報化・グローバル化や少子高齢化などのめまぐるしい社会環境の変化や

新型コロナウイルスの蔓延による生活様式の変化は、子どもの教育環境に大

きな影響を与えています。特に少子化の進行に伴う児童・生徒数の減少によっ

て生じる、小・中学校における学習指導や部活動運営などの様々な課題に対応

していく必要があります。 

また、現在の小・中学校を今後もすべて維持していく場合は、校舎の大規模

改修や改築、修繕などに多額の経費が必要となります。持続可能な行政運営の

視点から、学校施設についても、行財政改革・公共施設再編による経費の削減

が求められています。 

 このような中、将来を見据えて、子どもにとって望ましい教育環境や学校運

営を最優先事項として「南砺市立小・中学校のあり方」を検討するため、令和

２年９月に「南砺市立学校のあり方検討委員会」が設置されました。    

本委員会では、子どもの成長に求められる教育課程や望ましい地域との関

わりを考慮しつつ、中・長期的な展望に立って、学校配置の基本的な方向性に

ついて議論を深めてきました。 

 学校の適正規模・適正配置の基準については、画一的なものではなく、各地

域の特性を踏まえて考える必要があります。特に、市域の広い本市では、通学

の負担に配慮するとともに、各地域の協力で進めてきた学校運営の意義を尊

重することが重要であると考えます。 

 各学校の教育環境におけるデメリットを解消しながら、地域や各種団体と

連携をして、一層充実した学校教育が確立されるよう期待し、次のとおり提言

します。 
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記 

 

【Ⅰ 学校設置の基本的な考え方】 

１． 地域を基盤とした小中一貫教育を推進し、令和２７年度（２０４５年

度）には、現在の８中学校区にある小・中学校を義務教育学校とする方

向で進めていく。 

   ※ 年次計画は、別紙「南砺市立小・中学校のあり方について」を参照 

２． 児童・生徒及び保護者の通学にかかる負担に配慮し、多くの児童・生

徒が徒歩と自転車で通学することが可能な学校配置とする。 

 

【Ⅱ 学校運営の基本的な考え方】 

市内の８地域（合併前の旧町村）で培われてきた固有の文化を大切にしな

がら、地域と一体となった学校運営を行う。 

 

【Ⅲ 学校のあり方に関する検討について】 

  概ね５年毎に「南砺市立学校のあり方検討委員会」を設置し、将来の児童・

生徒数の見通しを踏まえて、望ましい学校の設置や運営のあり方について

再度協議する。 

  今後は、本検討委員会での提言内容の周知を図るとともに、保護者など地

域の意見を広く聴く。 

  次回は、「南砺市公共施設再編計画」の改訂年度の前年度にあたる令和６

年度に設置する（４年後）。 

 

 令和３年１月５日 

南砺市立学校のあり方検討委員会 

委 員 長  松 山  友 之 
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南砺市立小・中学校のあり方について

年次

Ａ）学校数

Ｄ）目標人口等

Ｃ）公共施設再編

第２次南砺市公共施設再編計画（平成２８年３月）
における趣旨
　第２次南砺市公共施設再編計画は、南砺市公共
施設等総合管理計画で定めた３０年後の公共施設
保有量を約５０％、２５万㎡を目標に縮減することを
受け、維持すべき施設機能を考慮しながら約１９万
㎡の個別施設の具体的な再編の方向性を定めたも
のである。

①井口小・井口中の義務教育学校への
移行にあわせて、未使用部分の解体を行
う。

②利賀小・利賀中の義務教育学校への移行に
あわせて、未使用部分の解体を行う。

④義務教育学校は、各校区の小学校もし
くは中学校の校舎を利用して設置すること
から、小学校１校＋中学校１校＝２校が、
義務教育学校１校になる。未使用の学校
校舎は解体もしくは用途変更を行う。

２０４５年度（Ｒ２７）２０○○年度（Ｒ☆）頃から随時

Ｂ）学校再編

第２次南砺市公共施設再編計画（平成２８年３月）
における基本的な考え方
・学校は、地域の中核的な施設であり、８地域それ
ぞれで維持する。
・しかしながら、適正規模を下回れば統合の必要が
あると考えられる。
・井口小、井口中…短期に小中一貫校を検討する。
・利賀小、利賀中…短期に小中一貫校を検討する。
・福光南部小…複式学級が２学級以上となった場
合、統合を検討する。

①南砺つばき学舎（井口地域義務教育学
校）の開校

※　学校区域外へ入学する特認校制度の導入については、保護者が望み地域の了解が得られた場合に検討する。
※　福光地域の福光中部小・福光中と福光東部小・吉江中については、義務教育学校ではなく、小学校２校を１校に、
　中学校２校を１校に統合することも選択肢とする。

【１５校～１４校】
小学校７～６校
　…（△２～３校：井口小、利賀小、福光南部小）
中学校６校
　…（△２校：井口中、利賀中）
義務教育学校２校
　…（＋２校：井口、利賀）

２０２０年度（Ｒ２） ２０２１年度（Ｒ３） ２０２５年度（Ｒ７）頃までに

◆２０２０年
・南砺市人口ビジョン目標人口
　４８，２０８人
　（うち児童数2,107人、生徒数1,118人）
・社人研推計人口
　４８，０２８人（目標人口との差：180人）
　（うち児童数2,107人、生徒数1,118人）

（Ｒ2.4.1現在児童数2,107人、生徒数1,210人）
　※　児童生徒数は、市教委試算

◆２０２５年
・南砺市人口ビジョン目標人口
　４５，４２２人
　（うち児童数1,980人、生徒数987人）
・社人研推計人口
　４４，６２７人（目標人口との差：795人）
　（うち児童数1,861人、生徒数975人）

（出生数より児童数1,881人、生徒数1,047人）
※　児童生徒数は、市教委試算

◆２０３５年
・南砺市人口ビジョン目標人口
　４０，１２２人
　（うち児童数1,832人、生徒数926人）
・社人研推計人口
　３７，８３３人（目標人口との差：2,289人）
　（うち児童数1,437人、生徒数761人）

※　児童生徒数は、市教委試算

◆２０４５年
・南砺市人口ビジョン目標人口
　３５，１７８人
　（うち児童数1,894人、生徒数918人）
・社人研推計人口
　３１，０１７人（目標人口との差：4,161人）
　（うち児童数1,168人、生徒数605人）

※　児童生徒数は、市教委試算

③福光南部小学校の統合
※　複式学級が１学級になった時点で、福光中部小学校と福光東部小学校に統合する
　⇒　すべての小・中学校で、地域を基盤とした小学校１校対中学校１校の「小中一貫教育」
　　 体制が整う。

③福光南部小の学校校舎を解体もしくは用途変更を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　 将来に向けた学校教育の役割　　　「地域の人たちとの交流をとおして人間性を育む」

学校設置の基本的な考え方
　・　地域を基盤とした小中一貫教育を推進し、令和２７年度（２０４５年度）には、現在の８中学校区にある
　　小・中学校を義務教育学校とする方向で進めていく。
　・　児童・生徒及び保護者の通学にかかる負担に配慮し、多くの児童・生徒が徒歩と自転車で通学することが
　　可能な学校配置とする。

【１５校～１４校】⇒【●●校】

◆保護者が望み地域の了解が得られた
場合は、再編統合も検討する。

【８校】
義務教育学校８校
　…＜井波、井口、利賀、城端、平・上平、
　福野、福光、吉江＞

◆２０６０年度には
・児童生徒数によっては、小規模校を統合再
編する【７校～６校に】。

②利賀地域義務教育学校の開校 ④小中学校区単位で、小学校・中学校の
全学年が単級（１学年１クラス）になった学
校から、義務教育学校へ移行する。

⑤８中学校区にある小・中学校を義務教育
学校とする方向で進めていく。

【１７校】
小学校９校
中学校８校

【１６校】
小学校８校
　…（△１校：井口小）
中学校７校
　…（△１校：井口中）
義務教育学校１校
　…（＋１校：井口）

学校のあり方に関する検討について
　※　概ね５年毎に「南砺市立学校のあり方検討委員会」を設置し、将来の児童・生徒数の見通しを踏まえて、望ましい学校の設置や運営のあり方について再度協議する。
　　（あり方の方針等を変更する場合など、必要に応じて５年から短縮する。なお、次回は４年後の令和６年度に設置する。（令和７年度の公共施設再編計画改訂年の前年））

◆２０４５年度には
　義務教育学校として再編することにより、未
使用の学校校舎を解体もしくは用途変更を行
うため、学校施設保有面積が削減となる。
◆２０６０年度には
　小規模校を統合再編した場合は、未使用の
学校校舎を解体もしくは用途変更を行う。

令和３年１月５日 提言

南砺市立学校のあり方検討委員会

南砺市は

○安心して暮らせる地域 ⇒ ◎移住・定住・Uターンの促進

（若者が家を建てられる地域） （人口ビジョンの目標達成に向けて）

地域を基盤とした小中一貫教育（９年間）の推進・中学校の部活動改革（改革期） 地域を基盤とした小中一貫教育・中学校部活動（充実期）
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生徒数の減少に伴う部活動の削減イメージ 

パターンＡ：学校で定めている部活動削減の基準に沿って削減する 

（例：２年連続入部者がいなくなったら募集停止とし、部員がいなくなったら廃部とする） 

（例：連続する２学年でチームが組めなくなったら募集停止とし、部員がいなくなったら廃部とする） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２年連続で入部者が「０」となりにくい。 

・募集停止の条件に達しても、関係者や保護者からの存続要望がある。 

  → その結果、部員数が少数のまま存続する。 

・チームスポーツでは、単独でチームを編成できず、合同チームが編成

可能な学校のみとチームを編成して大会に出場する。 

・全国大会につながる大会（地区選）では、個人戦のある競技は、団体

戦は単独校のみ出場可能なため、個人戦にしか出場できない。 

Ｒ２年度 Ｒ☆年度 
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生徒数の減少に伴う部活動の削減イメージ 

パターンＢ：学校ごとに生徒数に合わせて部活動を削減する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校ごとに、部員数の少な

い部活動を廃部とする？ 

・学校ごとに、指導者のいな

い部活動を廃部とする？ 

Ｒ２年度 Ｒ☆年度 

A 部 

B 部 C 部 

D 部 

Ｈ部 

Ｇ部 Ｆ部 

Ｅ部 
○○中学校 

A 部 

B 部 C 部 

D 部 

Ｈ部 

Ｇ部 Ｆ部 

△△中学校 
Ｅ部 

居住地の指定中学校以外の

校区外中学校へは入学でき

ない。 

？部 ？部 

？部 

？部 ？部 

？部 

△△中学校 

○○中学校 
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生徒数の減少に伴う部活動の削減イメージ 

パターンＣ：市全体でコントロールしながら部活動を削減する 
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中学校名 項目 Ｒ２ Ｒ１２
現状レベル

Ｒ１２~
持続可能

中学校名 項目 Ｒ２ Ｒ１２
現状レベル

Ｒ１２~
持続可能

生徒数 206 生徒数 40
男子 96 男子 20

女子 110 女子 20
設置数
（男女別）

11 7 5 設置数
（男女別）

5 3 2

平均部員数 18.7人 18.7人 25～30人 平均部員数 8.0人 8.0人 ʷ

生徒数 18 生徒数 350
男子 8 男子 195

女子 10 女子 155
設置数
（男女別）

3 2 2 設置数
（男女別）

20 17 11

平均部員数 6.0人 6.0人 ʷ 平均部員数 17.5人 17.5人 25～30人

生徒数 5 生徒数 187
男子 2 男子 93

女子 3 女子 94
設置数
（男女別）

2 2 1 設置数
（男女別）

13 11 6

平均部員数 2.5人 2.5人 ʷ 平均部員数 14.4人 14.4人 25～30人

生徒数 220 生徒数 183
男子 119 男子 106

女子 101 女子 77
設置数
（男女別）

14 8 5 設置数
（男女別）

15 9 5

平均部員数 15.7人 15.7人 25～30人 平均部員数 12.2人 12.2人 25～30人

53

3

119
50

69

73

111
58

303
152

158
85

17
8

151

城端中 吉江中

9
井口中

つばき学舎
福野中

利賀中 福光中

7
4

生徒数及び部活動設置数の現在の状況と１０年後（Ｒ１２）の予測

井波中 平中

※Ｒ２の数値は５月１日現在 

140
62

78

21
8

13
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部活動名
１チーム

の人数

３学年

合計
備考

陸上競技（男子） ʷ 16人
※種目数１６

 リレー１チーム４人

陸上競技（女子） ʷ 12人
※種目数１２

 リレー１チーム４人

バスケットボール（男子） 5人 15人

バスケットボール（女子） 5人 15人

サッカー 11人 33人 ※競技成立７名

軟式野球 9人 27人

ソフトボール 9人 27人

バレーボール（男子） 6人 18人

バレーボール（女子） 6人 18人

ソフトテニス（男子） 6人 18人

ソフトテニス（女子） 6人 18人

卓球（男子） 6人 18人

卓球（女子） 6人 18人

バドミントン（男子） 5人 15人 ※競技成立３名

バドミントン（女子） 5人 15人 ※競技成立３名

柔道（男子） 5人 15人 ※競技成立３名

柔道（女子） 3人 9人 ※競技成立２名

剣道（男子） 5人 15人 ※競技成立３名

剣道（女子） 5人 15人 ※競技成立３名

なぎなた 3人 9人 ※競技成立２名

吹奏楽 ʷ 30～50人
※楽器の種類18～32種類

 大編成の部上限５０名

美術・家庭 ʷ ʷ

部活動ごとの基準人数
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【運動部活動】 【運動部活動】

1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1年 2年 3年 合計 1年 2年 3年 合計

陸上競技（男子）
（城端中は陸上・スキー）

5 8 10 23 6 4 10 9 3 3 15 0 3 3 2 7 9 7 4 8 19 11 5 13 29
陸上競技（男子）

（城端中は陸上・スキー）
32 20 34 86

陸上競技（女子）
（城端中は陸上・スキー）

6 5 4 15 2 5 7 7 8 4 19 0 2 2 2 7 9 3 6 3 12 1 2 6 9
陸上競技（女子）

（城端中は陸上・スキー）
17 21 17 55

バスケットボール（男子） 0 8 8 10 2 8 20 3 4 6 13 4 13 17 6 7 9 22 1 13 14 2 1 1 4 6 5 8 19 バスケットボール（男子） 27 19 32 78

バスケットボール（女子） 3 4 7 7 3 3 13 9 11 20 0 7 1 8 0 7 7 9 1 5 15 バスケットボール（女子） 16 11 9 36

サッカー 19 37 56 7 12 2 21 11 30 41 2 8 16 26 16 13 29 6 6 2 14 サッカー 15 26 20 61

軟式野球 1 12 13 4 6 9 19 13 18 31 5 4 7 16 3 17 20 5 6 4 15 10 17 27 5 3 6 14 2 2 3 7 軟式野球 21 21 29 71

新体操 0 新体操 0 0 0 0

バレーボール（男子） 1 9 10 7 1 5 13 1 8 9 2 6 2 10 2 11 13 3 4 3 10 バレーボール（男子） 12 11 10 33

バレーボール（女子） 1 7 8 3 8 8 19 9 6 4 19 1 6 7 8 4 2 14 3 4 7 バレーボール（女子） 20 18 14 52

ソフトテニス（男子） 1 1 2 2 2 12 16 2 5 7 3 9 5 17 4 3 7 5 4 5 14 ソフトテニス（男子） 10 15 22 47

ソフトテニス（女子） 1 18 19 8 3 7 18 0 7 7 4 4 8 16 1 10 11 3 8 3 14 7 6 8 21 ソフトテニス（女子） 22 21 26 69

卓球（男子） 2 7 9 6 11 6 23 6 14 20 3 3 4 10 6 7 8 21 卓球（男子） 15 21 18 54

卓球（女子） 1 6 7 1 9 3 13 3 20 23 3 7 2 12 2 2 10 14 卓球（女子） 6 18 15 39

バドミントン（男子） 6 8 14 2 1 4 7 1 1 0 2 4 5 9 6 10 11 27 バドミントン（男子） 9 12 15 36

バドミントン（女子） 0 6 6 2 1 1 4 2 1 0 3 4 6 4 14 0 16 16 11 7 4 22 バドミントン（女子） 19 15 9 43

ソフトボール 5 4 7 16 ソフトボール 5 4 7 16

柔道（男子） 0 1 1 4 3 0 7 0 1 1 0 1 1 3 4 0 7 0 2 2 4 2 0 6 柔道（男子） 11 9 0 20

柔道（女子） 0 0 0 0 0 4 4 2 1 3 2 1 3 1 0 2 3 1 1 2 柔道（女子） 1 0 6 7

剣道（男子） 2 6 8 3 2 2 7 0 2 2 1 6 3 10 6 2 8 1 3 3 7 3 4 7 剣道（男子） 5 11 8 24

剣道（女子） 2 3 5 2 4 3 9 0 0 0 1 2 3 0 2 8 10 1 3 4 剣道（女子） 2 6 11 19

スキー（男子）
（城端中は陸上に記載）

0 0 4 5 9 4 2 6 1 4 0 5 0 0 1 1 0 0
スキー（男子）

（城端中は陸上に記載）
1 4 0 5

スキー（女子）
（城端中は陸上に記載）

0 0 0 3 3 3 6 9 1 0 1 2 0 1 4 5 0 0
スキー（女子）

（城端中は陸上に記載）
1 0 1 2

なぎなた 3 11 14 6 10 6 22 なぎなた 6 10 6 22

水泳（男子） 57 47 104 0 64 31 95 0 1 1 2 84 60 144 0 77 45 122 0 1 0 1 2 2 2 6 水泳（男子） 2 4 3 9

水泳（女子） 62 27 89 0 43 29 72 5 1 0 6 81 40 121 0 51 36 87 0 0 0 0 4 0 1 5 水泳（女子） 9 1 1 11

社会体育（サッカー） 13 17 30 9 4 7 20 社会体育（サッカー） 9 4 7 20

社会体育（硬式野球） 0 2 0 2 社会体育（硬式野球） 0 2 0 2

社会体育（バスケットボール） 0 1 0 1 社会体育（バスケットボール） 0 1 0 1

合計 147 151 298 47 50 49 146 6 14 20 4 2 5 11 3 2 0 5 147 134 281 62 48 58 168 10 19 29 13 11 10 34 215 253 468 65 107 90 262 184 222 406 46 44 39 129 53 41 69 163 合計 293 305 320 918

：特設部 ：クラブチームに所属（中体連大会参加不可） ：練習はスポーツクラブ等にて練習（中体連大会参加可）

【文化部活動】 【文化部活動】

1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1-3年 4-6年 合計 1年 2年 3年 合計 1年 2年 3年 合計 1年 2年 3年 合計

吹奏楽 11 9 7 27 3 0 4 7 9 7 9 25 23 23 8 15 12 35 13 5 14 32 1 3 0 4 吹奏楽 45 39 46 130

美術
（井波中は美術・生活文化）

11 9 14 34 11 8 7 26 14 15 9 38 6 11 9 26 3 2 6 11
美術

（井波中は美術・生活文化）
45 45 45 135

生活文化・家庭 1 3 4 8 4 7 4 15 0 1 3 4 生活文化・家庭 5 11 11 27

郷土芸能 14 14 14 42 郷土芸能 14 14 14 42

合計 0 0 0 22 18 21 61 0 0 0 3 0 4 7 0 0 0 0 0 0 0 20 15 16 51 0 0 0 1 3 4 8 0 23 23 26 37 25 88 0 0 0 19 16 23 58 4 6 9 19 合計 95 95 102 292

部活動名

令和２年度　部活動及び小学校段階の活動の所属人数一覧

小学生 福野中 福光中平中井波中 井口中 利賀中 城端中小学生 小学生 小学生

小学生
部活動名

井波中 井口中 利賀中 城端中小学生小学生 平中

小学生

小学生

部活動名

部活動名
合計

中学生合計吉江中
小学生

※進学２校

小学生小学生 福野中 福光中 吉江中
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